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進化史の解説に戻ろう。今週のお題は、フォード大統領政権下の1976年にcodifyされたAt Risk Law。これは、進化史年表の解説を少し補足しながら翻訳し説明するなら、
【At Risk Law】：或るpartnershipにおいて他人資本（つまり融資してもらったお金）が費用化した場合、その他人資本が該partnershipのpartner のrecourse asset
（責任資産）によってback up
されているときのみ、税務当局は該partnerのdeductible（課税所得から控除が可能）な費用として認め、該partnerの課税所得額への損金パススルーを許可する。
というものだ。…チンプンカンプンかな？
では荒療治で手っ取り早く分かるために、1976年にこのAt Risk Lawが出来る以前の「困った状況」を説明しよう。それはJohnson’s Questの和訳の3頁目にある、「…つまり、税に無関心な融資partner（つまりlender）達を利用して、税知識豊富なpartner達が人工的な損失を作り上げ、付随する人工的な利益を吸い上げるような世界」のことだ。それは…。
　借りたお金を使えば使うほど所得税が安くなる「怪」　いわば、他人のフンドシで相撲を取った方が「お得」というようなおかしな事態のことだ。理解の鍵は「会計自由」とくに「税務会計自由」だが、例を挙げて説明しよう。
【おかしな事態の例】：partnership AB 組成に際し、partner Aとpartner Bが1M$ずつcontribute（出資）し、更に、lender C（貸し手C）が2M$を融資、つまりお金を貸した。partnership ABは合計4M$の資金を持った。或る年、その4M$が設備投資や原材料購入などで全て費用化された。この費用4M$を2M$ずつpartner Aとpartner Bは自らの課税所得に損金パススルーし、相応の所得税の減額を得た。
さて、皆さんどう思われます。「1M$しか出資していない者が、なんで2M$の損金パススルーを享受出来るんだ。なんか変。」と疑問に思いました？　つまり、出資者と融資者のリスク／リターンに差がありすぎると感じました？
出資者と融資者のリスク／リターンとは。通常、「出資」とは「あげる」「差し上げる」こと。事業失敗時に出資財が失われることを覚悟するが、その代わり、事業成功時のリターンを沢山もらうようにすること。他方、「融資」とは「貸す」こと。事業終了時あるいは事業失敗時に融資財を返してもらうことを約束してもらうが、その代わり、事業成功時のリターンは少なくて「よし」とする。例えば、定時定率だが比較的に低利な利息をもらうので「よし」とすることだ。
しかし出資者は、「税に無関心な」貸し手（lender）を見つけ、更にPartnershipの税務会計自由を活用すれば、「事業成功時の大きなリターン」のほかに「大きな所得税減額」も享受出来るということが、Mark H. Johnsonが1954年にpartnership税制を大整備したことによって、「税に敏感な」人々に広く知られるようになってしまったのだ。

当然、食い物にされる「税に無関心な」貸し手と、うまい汁を吸う「税知識豊富な」partnerが大量発生してしまった。そして、食い物にされた「税に無関心な」貸し手（lender）達から不満の声が上がった。訴訟が相次いだ。
関連の判例が蓄積され、1976年At Risk Lawがcodifyされた。つまり、大雑把に言うなら、At Risk Lawとは、
「倒産や債務不履行などもしもの時に備えて、融資者に償還（redeem）するために、個人財産からrecourse assetを設定したpartnerだけが、そのrecourse assetを上限として、費用化した他人資本（の一部または全部）を損金パススルーすることを享受出来る。」
というものだ。
先の【おかしな事態の例】に、このAt Risk Lawがもたらす効果を付加して例示すれば、

【おかしな事態の例に付加】： partnership AB 組成に際し、partner Aとpartner Bが1M$ずつcontribute（出資）し、更に、lender C（貸し手C）が2M$を融資、つまりお金を貸した。更に、partner Aは自身の個人財産から1M$のrecourse assetを設定しその旨を記した証文をlender Cと取り交わし、partner Bはその様なrecourse assetの設定は行わなかった。この様にして合計4M$の資金を持つpartnership ABが組成された。或る年、その4M$が設備投資や原材料購入などで全て費用化された。この費用4M$を2M$ずつpartner Aとpartner Bは自らの課税所得に損金パススルーし、相応の所得税の減額を得ようとした。ところがIRS（内国債入庁）より、partner Bは「1M$までの所得控除しか認めない。修正申告せよ。」との通知を受けた。他方、上記のようなrecourse asset設定をしたpartner Aはその様な通知は受けず、2M$の所得控除がそのまま認められた。
いかが？　これならばお分かりいただけただろう。つまり、recourse assetを設定して相応のリスクを負って借りたお金は「借りた」というよりは、「出資した」に限りなく近いだろうと考えたのだ。ようやっと、他人のフンドシで相撲を取った方が「お得」というようなおかしな事態が解消した。「リスク」と「リターン」がバランスしたという「納得感」が形成された。「食い物にされた」と感じるlender（貸し手）はいなくなった。

読者の皆さんも「ガッテン」して頂けましたでしょうか。

新たな有限責任制の萌芽　実はこの「At Risk Law 1976年」は、corporateの有限責任とは違い、「recourse asset設定」を必要とするという新たな有限責任の仕組みを世の中に定着させ、次回以降話す予定の「LLC制度誕生 1977年」につながっていく重要な「事件」なのだが、詳細は次回以降として、今回は少しだけ予告編を流そう。

partnershipとは元来、「税務会計自由だが、shareholder（つまりpartner）は無限責任」というものだった。対してcorporateとは、「税務会計は発生主義会計にmandatoryに限定されるが、shareholder（つまり株主）は有限責任」といいうものだった（というか今でもそうだ）。どちらもそれぞれ得失があり、起業者は事情に合わせて自然にどちらかを選んだ。
ところが、1977年ワイオミング州から1997年ハワイ州の20年をかけて全米50州に関連会社法の整備がされたLLC（Limited Liability Company）とは、ひと言で言えば、「税務会計自由であり、且つ、shareholder（つまりpartner）は有限責任（ただし、recourse asset設定を必要とするという新たな有限責任）」というものだ。
つまり「いいとこどり」だ。…で、我も我もとLLCで起業する大ブームが起きた、というか、今も続いている。
次回「進化史(4)　LLC制度誕生1977年」では、「新たな有限責任とcorporateの有限責任との違い」「At-risk amountは全てcashableであることに注目せよ　～～freely transferrableな世界とtransferrableな世界をつなぐための涙ぐましい仕掛けづくり～～」「LLC制度誕生が招いたper sec corporate基準作り」などをお話ししよう。

今週は以上。来週も乞うご期待。
� At-risk amountは、以下の三部分からなる。(1) cash contribution to the partnership, (2) the adjusted basis of property contributed to the partnership, and (3) amounts borrowed for use in the activity for which the partner is personally liable or has pledged property (other than property used in the partnership) as security to the extent of the property’s fair market value. 　IRC Subchapter K §465(b)(1), (2)　（出典：教科書（� HYPERLINK "http://www.amazon.co.jp/Corporate-Partnership-Taxation-Letter-Outline/dp/0314184813/ref=sr_1_1?s=english-books&ie=UTF8&qid=1354784034&sr=1-1" \t "_blank" ��Corporate and Partnership Taxation� 6th edition）の466頁）　ここにおいてRecourse asset（責任資産）とは、この(3)の部分に相当する。


� 倒産や債務不履行など「もしもの時」の補償が約束されていること。質屋の「かた入れ」「質預かり」の様なもの。pledgeとも言う。





2

